
5万分の1地質図幅の新刊

館地域の地質
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⑧館地域は江差追分節で名高く日本海に面する江差町の東隣

に位置する.図幅地域は比較的急峻な山地によって囲ま

れ厚沢部川に沿って西部だけが開口する東西約12たm南

北約15kmの館盆地カミ形成されている.この特異在地ほう

の盆地は構成する地質柱らびに地質構造を反映しているも

のである.

⑧中古生界:粘板岩砂岩チャｰトを主体とし石灰

岩を伴うフリッシュ型の深海性地向斜堆積物である･従来

から松前層襟として一括されていたカミその後隣接地域か

らサンゴ紡錘虫コノドント底どの産出によって江差･

上磯の各地塊の古期岩はそれぞれ石炭紀･三畳紀に属する

ものと考えられている.ここでは松前層群を再定義し

後者を上磯層群として分離している.

⑧新第三系:檜山層群は中新世中期から後期にかけて

の一連の地向斜性瑳積物から匁る地層の総称である.江差

･乙部地塊と上磯地塊との間に堆積し典型的荏堆積盆地を

形成している.

⑧館堆積盆地において檜山層群を構成する木古内層厚沢部

層および館層中に挾まれる鍵層として有効な多数の凝灰岩に

ついて美事な追跡が行なわれ館向斜の両翼における檜山層

群の堆積量および層相の変化について詳細に記述されてい

る.この結果をもとに前者は基盤を校す地塊の昇降運動

の影響による堆積の中心の移動後者は安野呂火山砕屑物を

もたらした火成活動に起因するものと考えられている.

駒館向斜は非対称性であり檜山層群堆積時から発達し鶉層

堆積後に完成したものである.このように館堆積盆地を

層相･層厚･古流系･地質構造などいろいろの角度から検

討しているのは非常に興味深いことである.
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